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昨
年
10
月
５
日
、
第
65
回
全
道
大
会
北
見

大
会
の
第
１
回
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

本
格
的
な
準
備
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
市
内
の
多
く
の
障
が
い
者
団
体
も
実
行

委
員
会
に
名
を
連
ね
、
快
く
支
援
を
約
束
し

て
く
れ
ま
し
た
。
大
会
の
成
功
へ
向
け
、
感

謝
の
念
で
一
杯
で
す
。

　
同
時
に
、
こ
う
し
た
機
会
を
生
か
し
、
大

会
の
準
備
だ
け
で
は
な
く
、
改
め
て
地
域
に

あ
る
様
々
な
課
題
に
も
目
を
向
け
な
が
ら
、

一
緒
に
解
決
を
め
ざ
す
こ
と
が
で
き
な
い

か
、
関
係
者
で
相
談
し
合
い
、
次
の
よ
う
な

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
２
か
月
後
の
12
月
、
北
見
市
心
身
障
害
者

（
児
）団
体
連
合
会
を
は
じ
め
、幅
広
い
方
々

に
呼
び
掛
け
、
要
望
団
体
を
結
成
。
26
日
に

は
、
障
が
い
児
者
に
対
す
る
医
療
的
支
援
の

充
実
を
求
め
、
北
見
赤
十
字
病
院
に
次
の
よ

う
な
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
特
に
切
実
さ
を
増
す
、
専
門
医
の
確
保
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
訴
え
ま
し
た
。

①「
発
達
障
害
」
専
門
医
師
の
確
保

②�

妊
婦
や
高
齢
者
等
も
利
用
で
き
る「
お

も
い
や
り
駐
車
ス
ペ
ー
ス
」の
拡
充

③�

重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
の
入
院
時
に

お
け
る
個
室
利
用
の
負
担
軽
減

　「
現
在
、
北

海
道
は
、
発
達

障
害
に
関
す
る

支
援
地
域
を
道

内
４
ヶ
所
の
エ

リ
ア
に
分
け
て

お
り
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
圏
域
の
医

療
拠
点
は
、
十

勝
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
保

護
者
が
相
談
、診
断
、療
育
等
を
望
ん
で
も
、

北
見
か
ら
で
さ
え
、
片
道
１
５
０
キ
ロ
と
い

う
遠
距
離
な
の
で
す
。
ま
た
、
現
状
で
は
予

約
し
て
か
ら
１
年
も
の
待
機
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
本
人
は
も
と
よ
り
、
家
族
は
大
き
な
不

安
と
、
辛
い
思
い
で
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
中
核
的
医
療

機
関
で
あ
る
北
見
赤
十
字
病
院
に
専
門
医
師

の
配
置
、
医
療
体
制
の
確
保
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
。
赤
十
字
病
院
の
、
林
事
務
部
長
さ

ん
か
ら
は
、「
ご
意
見
を
受
け
止
め
、
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
応
じ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
年
が
開
け
た
１
月
24
日
、
同
内

容
を
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
に
も
提
出
。

医
療
機
関
の
み
な
ら
ず
、
道
と
し
て
の
支
援

も
お
願
い
し
、「
皆
さ
ん
の
要
望
を
で
き
る

だ
け
早
く
実
現
で
き
る

よ
う
努
力
し
ま
す
」
と

の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　
私
達
は
、
こ
こ
北
見

市
が
全
道
大
会
の
会
場

と
な
る
こ
と
に
大
き
な
責
任
と
、
誇
り
を
感

じ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
こ
の
機
会
に
障
が

い
児
者
の
置
か
れ
て
い
る
困
難
な
状
況
を
少

し
で
も
前
に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
こ
こ
ろ
を
つ
な
げ

よ
う
！
　
こ
こ
オ
ホ
ー
ツ
ク
か
ら
」
と
し
ま

し
た
。
今
、
人
と
人
と
が
繋
が
る
こ
と
ほ
ど

大
切
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
全
道
か

ら
様
々
な
願
い
、
思
い
を
持
ち
寄
り
、
交
流

し
、
学
び
合
え
る
大
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
皆
様
の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
北
見
大
会
実
行
委
員
会

　
事
務
局
長
　
浦
西
孝
浩

《
要
望
団
体
》

＊
北
見
市
心
身
障
害
者
（
児
）
団
体
連
合
会

　
・北
見
心
身
障
害
者
福
祉
協
会

　
・北
見
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　
・北
見
知
己
言
葉
を
育
て
る
親
の
会

　
・北
見
肢
体
不
自
由
者
父
母
の
会

　
・北
見
ろ
う
あ
福
祉
協
会

　
・北
見
視
力
障
害
福
祉
協
会

　
・北
見
市
リ
ハ
ビ
リ
友
の
会

　
・北
見
精
神
障
害
者
連
絡
会

＊
北
海
道
自
閉
症
協
会
オ
ホ
ー
ツ
ク
分
会

＊�

オ
ホ
ー
ツ
ク
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を

守
る
会

第
65
回
北
見
大
会
実
行
委
員
会
結
成
を
契
機
に

「
障
が
い
者
医
療
の
支
援
充
実
」を
関
係
機
関
に
要
請
！

藤田振興局長へ提出
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《
新
事
業
所
紹
介
》

■ 

実
は
み
ん
な
が
反
対
！

　
今
か
ら
６
年
前
、
大
型
連
休
を
目
前
に
控
え
た
２

０
１
４
年
４
月
下
旬
、
白
老
町
の
「
ア
イ
ヌ
民
族
博

物
館
」
に
『
カ
フ
ェ
リ
ム
セ
』
は
誕
生
し
ま
し
た
。

　
博
物
館
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
、
敷
地
内
で
唯

一
の
飲
食
店
が
、
社
会
福
祉
法
人
ホ
ー
プ
の
「
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
」
に
任
さ
れ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
お
話

を
い
た
だ
い
て
か
ら
オ
ー
プ
ン
ま
で
与
え
ら
れ
た
時

間
は
１
ヶ
月
…
。
短
過
ぎ
る
準
備
期
間
と
、
法
人
施

設
を
離
れ
て
の
委
託
業
務
と
い
う
内
容
に
当
時
は
、

多
く
の
職
員
が
反
対
し
た
そ
う
で
す
。

　『
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
だ
！
』
と
捉
え
る
佐
藤

施
設
長
と
、
急
遽
配
属
さ
れ
た
職
員
が
手
探
り
状
態

で
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
全
員
が
飲
食
店
の
運
営
に

は
全
く
の
素
人
。
ア
イ
ヌ
料
理
を
提
供
す
る
と
い
う

条
件
や
、
利
用
者
さ
ん
達
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

…
。
あ
れ
が
な
い
、
こ
れ
が
足
り
な
い
…
。
多
く
の

紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら「
カ
フ
ェ
リ
ム
セ
」は
開
店
。

そ
れ
は
結
局
、
博
物
館
の
ス
タ
ッ
フ
や
業
者
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
、
印
刷
、
食
品
、
事
務
、
配
達
と
、
法
人

み
ん
な
の
総
力
を
挙
げ
て
の
協
力
で
成
し
遂
げ
ら
れ

た
の
で
し
た
。

■ 

施
設
外
就
労
で
成
長

　
さ
て
、
こ
の「
カ
フ
ェ
リ
ム
セ
」で
働
く
こ
と
は
施

設
外
就
労
で
す
。
利
用
者
、
職
員
と
も
に
施
設
の
中

で
働
い
て
い
た
時
よ
り
も
責
任
が
重
く
な
り
ま
す
。

初
対
面
の
相
手
に
、
明
る
く
自
然
体
に
振
舞
う
こ
と

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
緊
張
で
不
自
然
な

笑
顔
や
、
大
仰
な
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
、
反
対
に
無

愛
想
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特

に
観
光
地
で
の
お
客
様

は
、
旅
行
の
最
中
で
も

あ
り
、
私
た
ち
（
障
害

者
と
そ
の
支
援
者
）
に

対
し
て
特
別
な
配
慮
や

意
識
を
持
つ
こ
と
は
少

な
く
な
り
ま
す
。
私
達
の
目
標
を
基
本
的
な
社
会
の

ル
ー
ル
の
定
着
と
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
に
置

き
、
み
ん
な
で
繰
り
返
し
、
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

　「
カ
フ
ェ
リ
ム
セ
」
は
２
０
１
８
年
３
月
ま
で
約

４
年
間
営
業
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
様
々
な
課
題
や

挑
戦
が
あ
り
、
得
ら
れ
た
も
の
も
、
届
か
な
か
っ
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
働
い
て
き
た

利
用
者
が
外
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
、興
味
を
持
ち
、

わ
ず
か
な
一
歩
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
前
に
出
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
力
を
獲

得
で
き
た
の
で
す
。

■ 

新
た
な
挑
戦

　
い
よ
い
よ
今
月
、
２
０
２
０
年
４
月
、
ま
た
新
た

な
目
標
を
持
っ
て
、
今
度
は
「
民
族
共
生
象
徴
空
間

ウ
ポ
ポ
イ
」
の
敷
地
内
、
入
り
口
か
ら
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
棟
に
向
か
う
途
中
の
屋
外
広
場
の
一
角
で
「
カ
フ

ェ
リ
ム
セ
」
が
復
活
、
開
店
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
下
さ
い
ね
！

カ
フ
ェ
リ
ム
セ
　
店
長
　
田
湯
美
那
子

６
団
体
で
要
望
束
ね
、道
教
委
へ

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に

 

対
応
し
た
臨
時
休
校
措
置
等
に

関
わ
る
緊
急
要
請
書
」提
出

　
３
月
４
日
、
全
育
連
、
久

保
会
長
よ
り
、
萩
生
田
文
科

大
臣
宛
て
に
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

に
関
す
る
緊
急
要
望
」
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
道
育
成
会
も
、
関
係
団
体

と
協
議
を
開
始
し
、
６
日
、

道
教
委
へ
「
要
請
書
」
を
提

出
。
対
応
い
た
だ
い
た
谷
垣
課
長
さ
ん
は
「
今
後
と

も
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
検
討
を
約
束
し

て
く
れ
ま
し
た
。
要
望
の
内
容
は
、
関
係
者
の
感
染

拡
大
防
止
へ
の
努
力
に
感
謝
し
た
上
で
、
次
の
通
り

で
す
。（
概
要
）

①�

突
然
の
休
校
指
示
で
、
親
も
、
子
も
、
大
き
な
不

安
や
、様
々
な
困
難
を
き
た
し
て
い
る
。各
学
校
、

教
職
員
に
は
保
護
者
や
子
ど
も
達
に
対
し
、
丁
寧

な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

②�

長
期
に
わ
た
る
休
校
措
置
に
よ
り
、各
家
庭
で
は
、

困
難
を
極
め
て
い
る
。デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、学
校
等
、

子
ど
も
達
の
居
場
所
の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

③�

卒
業
式
が
中
止
さ
れ
て
い
る
。
一
律
の
対
応
で
は

な
く
、
各
学
校
、
地
域
の
実
情
、
保
護
者
の
声
を

踏
ま
え
た
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

④�

マ
ス
ク
、
消
毒
液
等
の
衛
生
用
品
の
確
保
、
学
校

へ
の
配
布
を
。
ま
た
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
障

が
い
特
性
や
ア
レ
ル
ギ
ー
等
に
充
分
な
配
慮
を
お

願
い
し
た
い
。

イ
ラ
ン
カ
ラ
プ
テ「
カ
フ
ェ
リ
ム
セ
」

共
生
の
森
ウ
ポ
ポ
イ 

４
月
24
日
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
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第
だ い

65回
か い

北
ほ っ

海
か い

道
ど う

手
て

をつなぐ育
い く

成
せ い

会
か い

全
ぜ ん

道
ど う

大
た い

会
か い

北
き た

見
み

大
た い

会
か い

　概
が い

要
よ う

１．大
たい

会
かい

テーマ
　　⑴育

いく

成
せい

会
かい

大
たい

会
かい

テーマ：『みとめ愛
あい

、ささえ愛
あい

、ひろがる未
み

来
らい

』
　　⑵本

ほん

人
にん

　大
たい

会
かい

テーマ：『オホーツクの仲
なか

間
ま

たちと地
ち

域
いき

で
家
か

族
ぞく

と共
とも

に助
たす

け合
あ

う未
み

来
らい

をつくろう』（原
げん

案
あん

）

２．大
たい

会
かい

スローガン
　　⑴育

いく

成
せい

会
かい

大
たい

会
かい

スローガン：『こころをつなげよう！ここオホーツクから』
　　⑵本

ほん

人
にん

大
たい

会
かい

スローガン：
　　　　①『私

わたし

たちのことを決
き

めるときはかならず私
わたし

たちの考
かんが

えを取
と

り入
い

れること！
そうだね～』（原

げん

案
あん

）
　　　　②『北

きた

の大
だい

地
ち

にみんなであつまり交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めよう』（原
げん

案
あん

）

３．主
しゅ

催
さい

　　�北
ほっ

海
かい

道
どう

手
て

をつなぐ育
いく

成
せい

会
かい

、北
きた

見
み

市
し

手
て

をつなぐ育
いく

成
せい

会
かい

、オホーツク地
ち

区
く

手
て

をつなぐ育
いく

成
せい

会
かい

連
れん

絡
らく

協
きょう

議
ぎ

会
かい

４．開
かい

催
さい

日
にち

時
じ

　　令
れい

和
わ

２年
ねん

10月
がつ

17日
にち

㈯
ど

（15：00～）役
やく

員
いん

打
うち

合
あわ

せ・（18：30～）懇
こん

親
しん

会
かい

　　令
れい

和
わ

２年
ねん

10月
がつ

18日
にち

㈰
にち

（９：00～）受
うけ

付
つけ

（９：30～15：30）分
ぶん

科
か

会
かい

・記
き

念
ねん

講
こう

演
えん

・式
しき

典
てん

・その他
た

５．会
かい

場
じょう

　　⑴役
やく

員
いん

打
うち

合
あわ

せ・懇
こん

親
しん

会
かい

（本
ほん

人
にん

交
こう

流
りゅう

会
かい

　合
ごう

同
どう

）：おんね湯
ゆ

温
おん

泉
せん

「大
おお

江
え

本
ほん

家
け

」
　　⑵大会

たい

（本
ほん

人
にん

大
たい

会
かい

含
ふく

む）：オホーツク社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

・北
きた

見
み

市
し

民
みん

会
かい

館
かん

６．参
さん

加
か

予
よ

定
てい

人
じん

員
いん

：約
やく

600名
めい

７．大
たい

会
かい

プログラム（予
よ

定
てい

）
10月

がつ

17日
にち

（土
ど

曜
よう

日
び

） 10月
がつ

18日
にち

（日
にち

曜
よう

日
び

）
育
いく

成
せい

会
かい

本
ほん

　人
にん

育
いく

成
せい

会
かい

大
たい

会
かい

・本
ほん

人
にん

大
たい

会
かい

　合
ごうどう

同
（９：00～）【受

うけ

付
つけ

開
かい

始
し

】（９：30－12：00）【分
ぶん

科
か

会
かい

】

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド

お
も
い
で
か
ん
こ
う

（13：00～14：30）【記
き

念
ねん

講
こう

演
えん

】
　髙

たか

橋
はし

　義
よし

男
お

　氏
し

　（とまこまい脳
のう

神
しん

経
けい

外
げ

科
か

副
ふく

院
いん

長
ちょう

）
（14：30～）【全

ぜん

体
たい

会
かい

（中
ちゅう

央
おう

情
じょう

勢
せい

報
ほう

告
こく

）】
　　　　　 【大

たい

会
かい

式
しき

典
てん

】
　　　　　 【分

ぶん

科
か

会
かい

報
ほう

告
こく

・大
たい

会
かい

宣
せん

言
げん

（育
いく

成
せい

会
かい

・本
ほん

人
にん

）】
　　　　　　次

じ

期
き

開
かい

催
さい

地
ち

（岩
いわ

見
み

沢
ざわ

育
いく

成
せい

会
かい

）あいさつ
（～15：30）　　　　　　　閉

へい

　会
かい

（15：00～）
分
ぶん

科
か

会
かい

打
うち

合
あわ

せ
（15：00～）
分
ぶん

科
か

会
かい

打
うち

合
あわ

せ
決
けつ

議
ぎ

文
ぶん

検
けん

討
とう

（18：30～20：30）
【育

いく

成
せい

会
かい

懇
こん

親
しん

会
かい

　本
ほん

人
にん

交
こう

流
りゅう

会
かい

）】（合
ごう

同
どう

）
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８．記
き

念
ねん

講
こう

演
えん

　10月
がつ

18日
にち

㈰
にち

：13：00～14：30（北
きた

見
み

市
し

民
みん

会
かい

館
かん

・大
だい

ホール　＊市
し

民
みん

公
こう

開
かい

）
　　講

こう

演
えん

題
だい

　『未
み

定
てい

』
　　講

こう

師
し

　　髙
たか

橋
はし

　義
よし

男
お

　氏
し

（医
い

師
し

・とまこまい脳
のう

神
しん

経
けい

外
げ

科
か

小
しょう

児
に

脳
のう

神
しん

経
けい

外
げ

科
か

部
ぶ

長
ちょう

　同
どう

副
ふく

院
いん

長
ちょう

）
＊ドキュメンタリー漫

まん

画
が

「義
よし

男
お

の空
そら

」のモデル

９．分
ぶん

科
か

会
かい

テーマ〈10月
がつ

18日
にち

・日
にち

曜
よう

日
び

〉　担
たん

当
とう

10．本
ほん

人
にん

大
たい

会
かい

・特
とく

別
べつ

企
き

画
かく

：『チャレンジド』　＊一
いち

部
ぶ

『アトラクション』と合
ごう

同
どう

　　・18日
にち

：９：30～15：15　チャレンジド　　13：00～15：15　アトラクション
　　　　　　15：15～　チャレンジド・アトラクション披

ひ

露
ろう

　会
かい

場
じょう

：北
きた

見
み

市
し

民
みん

会
かい

館
かん

11．育
いく

成
せい

会
かい

懇
こん

親
しん

会
かい

・本
ほん

人
にん

交
こう

流
りゅう

会
かい

（合
ごう

同
どう

）
　　10月

がつ

17日
にち

（土
ど

曜
よう

日
び

）：18：30～20：30　おんね湯
ゆ

温
おん

泉
せん

「大
おお

江
え

本
ほん

家
け

」

12．展
てん

示
じ

・販
はん

売
ばい

　10月
がつ

18日
にち

（日
にち

曜
よう

日
び

）北
きた

見
み

市
し

民
みん

会
かい

館
かん

　大
たい

会
かい

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

会
かい

／他
ほか

13．参
さん

加
か

費
ひ

等
とう

　　⑴参
さん

加
か

費
ひ

（弁
べん

当
とう

代
だい

含
ふく

む）：家
か

族
ぞく

・支
し

援
えん

者
しゃ

：4,000円
えん

／本
ほん

人
にん

：3,000円
えん

　　⑵思
おも

い出
で

観
かん

光
こう

　参
さん

加
か

費
ひ

：3,500円
えん

（＊昼
ちゅう

食
しょく

付
つき

）
　　　（予

よ

定
てい

コース：�きたみ菊
きく

祭
まつ

り⇒たまコロ（コロッケ）試
し

食
しょく

⇒十
じゅう

字
じ

ヶ
が

丘
おか

農
のう

園
えん

（ぶどう狩
が

り））
　　⑶チャレンジド　参

さん

加
か

費
ひ

：3,000円
えん

（材
ざい

料
りょう

費
ひ

、弁
べん

当
とう

代
だい

含
ふく

む）
　　　（予

よ

定
てい

内
ない

容
よう

：�音
おん

楽
がく

ワークショップ・妖
よう

精
せい

（ハンド）クリームづくり体
たい

験
けん

・アイスクリーム）
　　⑷懇

こん

親
しん

・交
こう

流
りゅう

会
かい

費
ひ

：6,600円
えん

　　⑸18日
にち

弁
べん

当
とう

のみ：1,000円
えん

（お茶
ちゃ

付
つ

き）

14．申
もうし

込
こみ

　　⑴参
さん

加
か

申
もうし

込
こみ

先
さき

、期
き

間
かん

、方
ほう

法
ほう

　～未
み

定
てい

～

育
いく

成
せい

会
かい

大
たい

会
かい

分
ぶん

科
か

会
かい

テーマ 本
ほん

人
にん

大
たい

会
かい

分
ぶん

科
か

会
かい

テーマ（担
たん

当
とう

する本
ほん

人
にん

会
かい

）＊原
げん

案
あん

です

Ａ分
ぶん

科
か

会
かい

発
はっ

達
たつ

・教
きょう

育
いく

第
だい

１分
ぶん

科
か

会
かい

災
さい

害
がい

・情
じょう

報
ほう

・移
い

動
どう

支
し

援
えん

含
ふく

む（トゥモローくしろ・かたるべの輪
わ

）

Ｂ分
ぶん

科
か

会
かい

就
しゅう

労
ろう

・日
にっ

中
ちゅう

活
かつ

動
どう

第
だい

２分
ぶん

科
か

会
かい

仕
し

事
ごと

（旭
あさ

川
ひ

働
かわ

く仲
なか

間
ま

の会
かい

・陽
ひ

だまり本
ほん

人
にん

部
ぶ

会
かい

）

Ｃ分
ぶん

科
か

会
かい

自
じ

立
りつ

・暮
く

らし 第
だい

３分
ぶん

科
か

会
かい

法
ほう

律
りつ

、差
さ

別
べつ

（札
さっ

幌
ぽろ

みんなの会
かい

・オホーツク地
ち

区
く

本
ほん

人
にん

会
かい

）

Ｄ分
ぶん

科
か

会
かい

育
いく

成
せい

会
かい

活
かつ

動
どう

第
だい

４分
ぶん

科
か

会
かい

何
なん

でも語
かた

ろう（わかば会
かい

・たるまえ会
かい

）

全
ぜん

体
たい

会
かい

分
ぶん

科
か

会
かい

等
とう

の交
こう

流
りゅう

（函
はこ

館
だて

いかす会
かい

）

《大
たい

会
かい

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

会
かい

事
じ

務
む

局
きょく

：北
きた

見
み

市
し

手
て

をつなぐ育
いく

成
せい

会
かい

》　担
たん

当
とう

：浦
うら

西
にし

孝
たか

浩
ひろ

・久
く

保
ぼ

田
た

紀
き

和
わ

子
こ

〒090-0065　北
きた

見
み

市
し

寿
ことぶき

町
ちょう

３丁
ちょう

目
め

４－１　北
きた

見
み

市
し

総
そう

合
ごう

福
ふく

祉
し

会
かい

館
かん

内
ない

TEL　0157-61-8181（内
ない

線
せん

32）　FAX　0157-22-1018
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今
後
の
予
定

４
月
27
日
㈪　

令
和
２
年
度
第
１
回
理
事
会

５
月
22
日
㈮　

道
育
成
会
定
時
総
会

　
　
　
　
　
　

道
サ
ポ
ー
ト
協
会
定
期
総
会

　
身
体
障
害
者
手
帳
と
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

は
、「
手
帳
交
付
対
象
者
が
希
望
す
る
場
合
は
、
カ

ー
ド
形
式
で
の
交
付
が
可
能
」
で
あ
る
旨
、
平
成
31

年
３
月
29
日
付
け
で
国
か
ら
通
知
が
発
出
さ
れ
、
カ

ー
ド
形
式
の
手
帳
を
導
入
す
る
か
ど
う
か
は
、
各
地

方
自
治
体
に
委
ね
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
道
と
し
て
は
、
本
通
知
を
受
け
て
、「
身
体
障
害

者
手
帳
」、「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」
に
「
療

育
手
帳
」を
加
え
た
３
つ
の
障
害
者
手
帳
に
つ
い
て
、

カ
ー
ド
形
式
の
導
入
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
カ
ー
ド
形
式
の
手
帳
は
、
小
型
で
持
ち
運
び
や
す

い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
ス
ペ
ー
ス
が
限

ら
れ
、
紙
の
手
帳
の
よ
う
に
割
引
の
証
明
印
を
押
印

し
た
り
、
判
定
の
記
録
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
と
、

ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
く
な
る
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
改
修

な
ど
機
器
の
準
備
に
多
額
の
経
費
を
要
す
る
な
ど
、

課
題
が
多
く
、
関
係
機
関
と
も
協
議
の
上
、
慎
重
に

判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
の

皆
様
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が

ら
、
今
後
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
趣
旨
を
ご

理
解
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
カ
ー
ド
形
式
の
手

帳
を
導
入
す
る
場
合
は
、
混

乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、
事
前
に
ご
案
内
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

海
外
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
！

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
皆
さ
ん

　
北
海
道
で
は
今
後
、
一
層
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
本
道
の
将
来
を
見
据
え
、未
来
を
担
う
若
者
達
が
、

夢
に
向
か
い
、
個
性
と
多
様
な
能
力
を
最
大
限
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
ほ
っ
か
い
ど
う
未
来
チ

ャ
レ
ン
ジ
基
金
」
を
活
用
し
、
様
々
な
分
野
で
の
挑

戦
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
道
が
実
施
す
る
「
北
海
道
未
来
人
財
応
援
事
業
」

の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
な
ど
世
界
の
舞
台
で
活
躍
で
き
る
道
内

選
手
を
輩
出
す
る
た
め
、
世
界
を
見
据
え
、
高
度
な

知
識
を
持
つ「
指
導
者
」と
し
て
の
活
躍
を
目
指
す
方

　
道
育
成
会
の
事
務
所
に
は
、
日
頃
よ
り
様
々
な

お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
度
は
「
療
育
手

等
の
カ
ー
ド
化
」
に
係
る
、
北
海
道
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
お
問
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
っ
そ

く
道
の
担
当
部
局
に
問
い
合
わ
せ
、
前
述
の
よ
う

な
回
答
を
得
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
担
当
者
の
ご
丁
寧
な
ご
説
明
に
感
謝
す
る
と
同

時
に
、手
帳
の
カ
ー
ド
化
に
つ
い
て
は
、育
成
会
、

特
に
本
人
大
会
の
決
議
等
（
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
中
）

で
、
長
年
に
わ
た
り
関
係
機
関
に
要
望
を
し
て
き

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
国
の
通
知
が
な
さ
れ
、
作
成
が
、
自
治
体
に
委

ね
ら
れ
た
現
在
、
一
日
も
早
い
実
現
を
心
か
ら
願

い
ま
す
。

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
研
修

は
、
競
技
水
準
の
向

上
に
関
す
る
具
体
的

な
方
法
等
に
つ
い
て

の
海
外
研
修
や
海
外

の
ス
ポ
ー
ツ
系
大
学

等
へ
の
留
学
、
海
外

の
競
技
団
体
や
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
に
お
け
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
で
す
。

　
帰
国
後
は
海
外
で
得
た
知
識
・
技
能
や
経
験
を
活

か
し
、
本
道
に
貢
献
す
る
意
欲
を
持
つ
若
者
を
求
め

て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
18
歳
以
上
39

歳
以
下
の
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
一
定
の
活
動
歴

が
あ
り
、
当
該
分
野
に
係
る
団
体
等
の
推
薦
が
あ
る

こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

　
実
態
に
応
じ
て
、
海
外
で
の
滞
在
費
、
往
復
渡
航

費
、
研
修
費
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
書
等
の
書
類
の
提
出
期
間
は
、
令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
４
月
24
日
ま
で
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、道
の
担
当
部
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
北
海
道
総
合
政
策
部
政
策
局
総
合
教
育
推
進
室
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　 E-m

ail

　m
irai.jinzai@

pref.hokkaido.lg.jp

【
ご
質
問
に
答
え
て
…
】

障
害
者
手
帳
の
カ
ー
ド
化
に
つ
い
て

《
北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局

障
が
い
者
保
健
福
祉
課
》



　　　有限会社オフィスブレイン
　　〒060-0032
　　札幌市中央区北二条東３丁目２番　
　　札幌セントラルビル3F
　　TEL：011-207-2522　FAX：011-207-2523

ＮＰＯ法人函館手をつなぐ親の会

軽食喫茶たんぽぽ
〒040-0063　函館市若松町33－6（函館市総合福祉センター内１階）
電話(0138)23－9566 ／ FAX(0138)23-9566
E-mail : tanpopo7@bz03.plala.or.jp

★就労継続支援Ｂ型事業所
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